
にほんごのたびver.2.0という企画を通して、言語教育を生態学的に考える、と
いうことをしてみます。
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そもそもなぜ、にほんごのたびを企画したか。

対象は日本語学校の看護師コースの学生です。国家試験受験資格としてのN1合
格のために、短期集中で語彙や表現文系の意味を詰め込むコースです。考えて
みると、あらゆるシステム、制度の拘束の中で学習が行われている。効率よく
記憶してそれを出力することを日々訓練していると言えます。
ここでは、ことばはいわば導管メタファーで捉えられています。しかし、言葉
は本来、どのようなものでしょうか。

※制度としてのSystemと、系としてのSystemには違いがあることに留意してください。
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生態学的言語観では、ことばと意味は環境との関係性によって創発されるもの
と見ます。

制度のことばでは、ここのところを切り離して「ことば」を扱っています。

この、「環境との関係性によってその文脈から創発される」様子が実際に見え
たのが「にほんごのたび」です。ことばの意味がアフォードする様子が観察さ
れ、環境が生成する様子が観察されました。

※生態学的な「環境」は、この図の上面（空間的広がり）だけでなく、厚み
（時間的な連続性）も含んでいる、という観点が重要です。
※この図は、（ことばの）意味や価値が（生態学的）環境があって創発するも
のであることを示しています。
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つまり、「にほんごのたびver.2.0」は、外的に設定されたタスク遂行型のプロ
ジェクトワークではありません。また、教員が何かを教授することもありませ
ん。

※PBLなど昨今プロジェクトワークが大流行りですが、「たび」は従来型のプロ
ジェクトワークと呼ぶことができません。
※最も大きな違いが、教師（企画者）による誘導を除いているところです。
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当日いざ開始、というときに、２名から急遽入ったアルバイトのために参加で
きなくなった、でも参加したい、Lineやメッセンジャーで出来ないかという相
談がありました。私が決めることでは無いので、他の人に相談して、それでOK
ならそうすることにして、メッセンジャーのグループが作られました。
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他の5名がそうしましょう、とのことだったので、まずは全員がメンバーとなっ
て、スタートです。

※大抵の「学習活動」や「教室活動」では、参加者の確定が必須となっている
ことでしょう。開始前に出席を取るという行動がそれを示しています。
※ところが、「たび」は出席を授業の成立条件とはしていません。条件でない
どころか、たとえ欠席していても学習が起こること、欠席という状況を生かし
た活動になっている点に注目してください。
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ちなみに、初回のメッセンジャーはこのように、はじめまして、の挨拶から始
まっています。彼らが自発的に関係性を構築しようと働きかけているのがわか
ります。
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日本語学校の教室をひとつ借りました。ここに、情報源になりそうなたびの本
を５冊ほどと、関東の地図を置きました。

※これらは学習のための「素材」と言えます。これらを使って教授するとか、
これら自体を勉強するといった、旧来の「教材」「学習項目」とは取り扱い方
がまったく異なります。
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1日目は、まず、「にほんごのたび」について私から話しました。

・５日間の、4日目に旅をする。その場所やしたいことを考える。
・5日目にはたびの写真アルバムを作る。
・たびをしないなら、しなくてもいいし、ぜんぶみなさんで決める。
・私は何か学校のものを使いたい時に、みなさんを助ける、例えばプリントし
たいとかコピーしたいとか。

まずは行き先を決めるわけですが、とりあえず目の前の冊子を手に取ってペラ
ペラめくったり、一言一句ギッチリと感じを確認しながら読んだり、と、それ
ぞれがそれぞれの行動をとっていました。次第になんとなくどこにするか、と
言葉が出てきますが、鎌倉の写真を見て、ルーさんが、鎌倉に行ったことがあ
ると言いました。そこから、大仏のことや、国で使っていた日本語の教科書の
読解問題に鎌倉のことが書いてあったことなど、はなしがでてきます。そんな
中でも、フエさんはひたすら、埼玉の本庄の温泉の紹介を読んでいます。メッ
センジャーでは、先ほど紹介したようなやりとりが交わされています。

※内容が学習者間のやりとりの中で発生したということを示す事例です。
※「行き先を獲得した」という言い方が不自然なように、学習者が学ぶものは
項目ではありません。この事例の場合は、行き先を決めるまでのプロセスで
あったり、他者がどのような考えを持っているかを知ることであったり、意見
表明にはどういう根拠が必要なのかを考えることであったり、どのように話せ
ば納得してもらえるかの試行だったりします。
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さて、2日目、リュウさんが対面で参加して、ここにある本だけではなくて、自
分たちで行きたいところを考えればいいというのですが、鎌倉もまだ候補に
なっています。ハンさんは対面参加できませんが、メッセンジャーで、自分た
ちが住んでいるところを回るのはどうかと、地元紹介雑誌をたくさん写真にし
てアップしています。軽井沢や山梨もちらほら出るのですが、１日目に続き、
本庄の温泉の場所をかなり熱心に調べていたフエさんは、ヌーさんとともに、
最終的にたびを断念します。実は、アルバイトが入ってしまって、午後から
行って帰ってこられるかどうか、鎌倉より埼玉の方が違いだろうということで、
たびを可能にするために場所をかんがえていた、けれど、どうにも時間的に無
理だとわかった、ということでした。

11



3日目と4日目にアルバイトに行かなければならなくなてしまったので、だから、
どうしてもこの日に、旅ができるところを決めたかったようなのですが、非常
に残念そうでした。
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3日目、鎌倉に決定したので、鎌倉の何を見るのか、何をするのかを考えていき
ます。初めてハンさんが対面で参加します。彼らの目は、海、山、寺、を追っ
ています。小町通りには全く目がいかない様子です。そして、ネットで鎌倉の
ことを調べ始め、散策ルートなどをチェックしています。そして、ちょっと驚
くほど、正確にgoogle mapで距離と徒歩での時間を確認しています。何メート
ルで、何分で、というかんじです。電車の時刻も何通りもある行き方も、いろ
いろと調べていきます。

※プロジェクトワークで「調べ学習」が重宝されるのは、問題解決には（解決
法に繋がる有用な）情報が必要だからです。
※しかし、問題と情報を結ぶ接点自体は、誰も教えてくれません。調べること
が大切なのではなく、調べたものをどう捉えるかが重要です。
※情報がもつ意味を考える上でも、学習者間の考え方の違い、集める情報の違
い、興味の向かう先の違い、などという異なりを突き合わす「場」が必要なの
です。
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作業風景です。
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距離と時間は、かなり熱心に細かく調べています。
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ここで、「鎌倉」に焦点を当ててみます。「鎌倉」ということばは、それぞれ
にとって違う意味を持っています。それぞれの意味が、行動を引き起こしてい
ました。

フエさん、ヌーさんは、実は午前中にアルバイトがあるから午後から行って帰
れる場所を探していたことが分かりました。「行けない」のではなく、実現さ
せるために、そして、他のメンバーにも提案できる場所を探すために、「鎌
倉」よりも実現可能性の高いものを探す行動をとります。

ゆるやかにすりあわせるように「鎌倉」に決まる過程には、全員が、各自の希
望、思い、培ってきた考えを持っていて、それぞれが関係しながら、行動して
いました。

※この事例を、誰が決定権をもったのかとか、どの理由が最適なのか、という
視点で観察しないでくださいね。
※どのように決まっていったのかという「過程」に注目してください。
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たび当日は、電車に乗り遅れたことから朝から会えず、メッセンジャーで密接
にやり取りしながら待ち合わせ場所を再設定し、そして鎌倉で「にほんごのた
び」をします。

※ハプニングだってとても大切な学習と言えます。まぁ、「学習」を極めて狭
く規定する人にとっては、ハプニングは「計画からの逸脱」でしょうが。
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（彼らが撮影した写真の極々一部）

18



最終日は、写真アルバムを作りながら振り返ります。この日の作業中、ハンさんから、
実は鎌倉に行きたくなかった、という告白がありました。実は自分はクリスチャンだ、
だから仏教は、という理由です。でも、仏教や寺も日本の文化で、それを知るのは大
切だと思ったとのことでした。3日目に鎌倉のことを調べている時に、なぜそんなに
仏教のことを言っているのか、そして、なぜ自分たちの街を歩こうと提案していたの
かわかりました。それでも、このたびを続ける上で、仏教だって文化だ、それを避け
るのはよくないと考えて鎌倉に向かっていった、同行のメンバーとすり合わせていっ
ています。また、作業しながら、口々に友だちになれた嬉しさ、知り合えたことへの
感謝を語っていました。

※学習者の本音（学習の目的）は、滅多に聞けるものではありません。しかし、「た
び」のような活動を行うと、こんな変容となっても現れます。
※「たび」の有効性は、自分自身の居場所（学習場所）の意味を知ることができる点
にあります。すると、どうして勉強しているのかを納得することができ、次の学習へ
の動機付けにもなります。これが、本来の意味で言う「主体的な学習」ではないで
しょうか。
※動機については、21枚目のスライドを参照。
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注目したいのは、結局行けなかった二人がここに参加したことです。たびは、
行きたいところに行って楽しんで終わり、ではありませんでした。日本語の旅
は、「にほんごの」たびでした。

実は、にほんごのたびの参加申込書で、参加動機を聞いています。
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体験したい、友達になりたい、会話したい、この活動を通してしたいことです。
参加申込書は、何か、それっぽい理由、学習動機をそれっぽく述べたわけでは
なく、それぞれが希望・期待をもって学習しようとしていたことがわかります。
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そして、日頃、ひたすら記憶作業を学習としているクラスの授業と何が学びと
いう意味で関係していると思うかを聞きました。日本語の旅は、経験、体験、
実践、実行、として捉えられていました。

ただ、これは覚えたことを使ってみるという、いわば、導入と練習、練習と運
用、というあの、制度的な知識構築と同じか、というと、そうではないと考え
ます。では、まず、アフォーダンスというキーワードで考えてみます。
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「鎌倉」の意味は何か。それぞれが、違う意味を持っていて、だから、それぞ
れがその意味でアフォードされていました。

「鎌倉」は距離的に時間的にどうなのかが気になって検索する、歴史文化につ
いて知るにはどのルートを辿るか考える、鎌倉を避けるために他の提案を試み
る、などなど。

アフォーダンスは個と環境の関係によるものです。川の中の意思は、大人に
とっては渡る足がかりとして、子供にとっては風景の一部、蛇にとってはひな
たぼっこにいいもの、というように。

ブロンフェンブレンナーの環境図が示すような、個別の環境を持つ個々の「鎌
倉」は、それぞれに関係しながら意味を持っていきました。
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もう一つ、この旅への参加は、いわゆる何かパッケージツアー（計画立てされ
たとプロジェクトワーク）に参加するということとは違うこと、LPPの参加、と
いう意味での参加でもないのが特徴です。

構成素たる彼らの、鎌倉アフォードは、「にほんごのたび」という環境を生成
していきました。それは、各自にとってそれぞれの意味を持つ環境です。

※「環境が生成する」と言うと、あたかも環境が生命体のごとく感じられます
が、生成自体は参加者があってはじめて生起する事象です。
※構成素が互いに関係をもつことで、環境中に存在する理由、他の構成素に与
える影響、受ける刺激、新しい捉え方、既存素材の在り方、等々といった「意
味」が生まれます。「アフォーダンス」が示すものも、そうした意味なのです。
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「にほんごのたび」は、では、何だったのかと考えると、語彙を覚えたとか、
文型が使えるようになったとか、これで何かが出来るようになったとか、その
ような意味での学習ではありません。では学習ではないかというと、いわゆる
制度的な意味での評価システムで評価するものではない「学習」というものが
あるのだと考えます。

※むしろ、評価をしなくても学習は可能であると捉えてください。
※あるいは、評価の行動自体が学習になりうる（活動化・実践化していける）
可能性も、考えてみてください。
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たしかに、たびはプロジェクトと言ってもいいと思います。しかし、いわゆる学習支
援も、段階的タスク設定もありません。観察では、学習していると思われた。学習環
境が生成していると思われた。これは冒頭に述べた、system：制度でいうところの学
習ではありません。System：系のものだと考えられます。だから、これは学習かとい
う問いには、そうであるとも、そうではないとも言えます。「学習」の意味が違うか
らです。

※今後の課題ですが、以下「学習」の規定です。ご参考までに。
「創造と再創造の態度を身に付け、各自が現実にかかわる姿勢を生みだす自己
変革の力を獲得すること」（P.フレイレ）
「信頼できる案内人の傍にいて、彼らの活動をしっかり観察し、可能なら加
わってみる、そして案内人が与えてくれるどんな指示にも注意を払う 」（B.ロゴ
フ）
「教師の主導による作業、力量が拮抗する学習者同士の相互行為、そして個人
的学習といったものを含む諸活動を豊かにする」（L.ヴァンリア）
「有機体が、自分の期待する型に全体のコンテクストが収まっていくように行
動していく 」（G.ベイトソン）
「生活環境の中に漸進的に入り込み、再構成をはかるような成⾧しつつあるダ
イナミックスな実態」（U.ブロンフェンブレンナー）
「歴史的に新しい形態の生産」 (Y.エンゲストローム）
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日頃教室に身を置いている私たちはsystem：制度の「学習」という尺度で見て
しまう。しかしその尺度では計れない「学習」があるのです。
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